
中田仗祐社長

京
セ
ミ 球状太陽電池の拡大期待

　
―
光
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス

関
連
製
品
を
中
心
に
受
注
を

伸
ば
し
て
い
ま
す
。

　
「
売
上
高
は
前
年
同
期
に

比
べ
約
５
％
伸
び
て
い
る
。

特
に
産
業
機
械
用
の
光
セ
ン

サ
ー
が
好
調
だ
。
オ
ー
ト
メ

ー
シ
ョ
ン
や
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

ー
、
紙
幣
識
別
、
煙
の
感
知

と
い
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
分
野

で
使
わ
れ
て
い
る
」

　
―
光
通
信
用
デ
バ
イ
ス
関

連
の
事
業
は
。

　
「
売
上
高
は
セ
ン
サ
ー
と

同
じ
程
度
で
、
セ
ン
サ
ー
を

上
回
る
時
も
あ
る
。
し
か

し
、
社
会
イ
ン
フ
ラ
向
け
な

の
で
公
共
投
資
の
増
減
の
影

響
を
受
け
や
す
く
、
現
在
は

横
ば
い
で
推
移
し
て
い
る
」

　
―
海
外
か
ら
の
需
要
は
。

　
「
外
需
は

％
弱
と
少
な

く
、

％
が
国
内
。

だ
が
、
中
国
や
ア
ジ

ア
の
市
場
が
拡
大
し

て
い
る
の
で
、
長
期

に
は
外
需
を
伸
ば
し

た
い
。
光
通
信
関
連

で
は
新
製
品
へ
の
関

心
が
強
い
米
国
と
も

取
引
が
あ
り
、
カ
リ
フ
ォ
ル

ニ
ア
州
サ
ン
タ
ク
ラ
ラ
に
販

売
子
会
社
を
置
い
て
い
る
。

米
国
で
新
製
品
が
売
れ
る

と
、
中
国
に
も
伝
わ
っ
て
売

れ
始
め
る
ケ
ー
ス
が
増
え
て

い
る
」

　
―
１
９
９
６
年
か
ら
研
究

開
発
を
続
け
て
い
る
球
状
太

陽
電
池
の
貢
献
は
。

　
「
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
の
光

が
球
面
全
体
で
受
光
で
き
る

た
め
、
気
象
や
季
節
の
変
動

に
対
す
る
影
響
度
が
改
善
さ

れ
、
年
間
を
通
し
た
発
電
量

は
一
般
の
太
陽
光
発
電
の
最

大
３
倍
に
上
る
。
今
年
か
ら

本
格
的
に
市
場
投
入
す
る
。

ど
の
よ
う
な
使
い
方
を
提
案

で
き
る
か
が
、
需
要
拡
大
の

カ
ギ
。
太
陽
光
発
電
へ
の
追

い
風
に
乗
り
、

年
３
月
期

に
は
４
億
円
の
売
り
上
げ
を

目
指
す
」

中村道一社長

Ｎ
Ｋ
Ｅ 中国で生産ニーズ密着

　
―
受
注
状
況
は
い
か
が
で

す
か
。

　
「
全
般
的
に
海
外
需
要
に

引
っ
張
ら
れ
て
順
調
に
回
復

し
て
い
た
が
、
経
済
情
勢
の

悪
化
か
ら
先
行
き
は
見
通
し

に
く
く
な
っ
て
い
る
」

　
―
ニ
ー
ズ
に
変
化
は
あ
り

ま
す
か
。

　
「
主
力
製
品
の
コ
ン
ベ
ヤ

ー
や
ハ
ン
ド
リ
ン
グ
機
器
は

自
動
車
部
品
の
生
産
ラ
イ
ン

用
が
中
心
で
、
中
国
を
中
心

に
新
興
国
で
需
要
が
伸
び
て

い
る
。
半
面
、
国
内
で
は
自

動
車
生
産
が
伸
び
な
い
の
で

ニ
ー
ズ
は
減
っ
て
い
る
。
そ

こ
で
、
国
内
生
産
に
続
き
、

初
め
て
の
海
外
生
産
と
し
て

中
国
で
も
製
品
を
組
み
立
て

る
」

　
―
中
国
生
産
の
狙
い
や
概

要
は
。

　
「
ニ
ー
ズ
の
あ
る

と
こ
ろ
で
組
み
立

て
、
納
期
の
短
縮
や

技
術
サ
ポ
ー
ト
の
充

実
に
努
め
、
受
注
を

伸
ば
す
。
現
地
法
人

を
設
立
し
、
２
０
１

２
年
６
月
に
操
業
を
始
め

る
。
現
地
で
細
か
く
ニ
ー
ズ

を
調
べ
、
顧
客
や
生
産
品
目

の
拡
大
に
取
り
組
み
た
い
」

　
―
国
内
で
は
東
日
本
地
域

で
攻
勢
を
か
け
て
い
ま
す
。

　
「
さ
い
た
ま
営
業
所

さ

い
た
ま
市
見
沼
区

の
営
業

員
と
技
術
サ
ー
ビ
ス
員
を
拡

充
し
た
。
手
薄
だ
っ
た
東
日

本
で
技
術
サ
ー
ビ
ス
体
制
を

強
化
し
、
新
た
な
顧
客
の
開

拓
に
結
び
つ
け
た
い
」

　
―
製
品
開
発
の
方
針
に
つ

い
て
聞
か
せ
て
下
さ
い
。

　
「
技
術
と
品
質
に
は
強
み

が
あ
る
が
、
価
格
も
安
く
な

い
と
競
合
メ
ー
カ
ー
に
勝
て

な
い
状
況
に
な
っ
て
い
る
。

ユ
ニ
ッ
ト
を
組
み
合
わ
せ
て

簡
易
に
生
産
で
き
る
仕
組
み

や
、
社
内
業
務
の
効
率
化
を

進
め
、
価
格
競
争
力
も
高
め

ら
れ
る
よ
う
に
し
た
い
」

小西秀人社長

京
都
電
機
器新デバイス対応目指す

　
―
主
力
分
野
の
ひ
と
つ
で

あ
る
電
源
装
置
関
連
が
、
東

日
本
大
震
災
後
に
電
力
対
策

と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
「

震
災
後
は

発
電
機

関
連
の
需
要
が
増
え
て
生
産

量
が
倍
増
し
た
。
瞬
時
電
圧

低
下
保
護
装
置
は
バ
ッ
ク
ア

ッ
プ
時
間
は
１
秒
間
だ
が
そ

れ
で
も
よ
い
と
顧
客
が
採
用

し
て
い
る
。
無
停
電
電
源
装

置

Ｕ
Ｐ
Ｓ

か
ら
の
置
き

換
え
需
要
を
狙
っ
て
お
り
、

実
際
に
増
え
て
い
る
」

　
―
発
光
ダ
イ
オ
ー
ド

Ｌ

Ｅ
Ｄ

関
連
も
手
が
け
て
い

ま
す
が
、
自
社
の
強
み
は
何

で
し
ょ
う
か
。

　
「
顧
客
の
仕
様
に
対
応

し
、
適
度
な
コ
ス
ト
・
納
期

で
こ
な
せ
る
こ
と
。
パ
ワ
ー

モ
ジ
ュ
ー
ル
が
自
社
で
つ
く

れ
る
の
も
強
み
だ
。
平
方

単
位
で

小
さ
く
、
安
く

と
い
っ
た
要
望
に
応
え
ら
れ

る
」

　
―
海
外
拠
点
の
活
用
に
つ

い
て
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
ま
す
か
。

　
「
中
国
・
上
海
に
工
場
を

持
っ
て
い
る
。
今
は
十
分
に

活
用
で
き
て
い
る
と
は
言
え

な
い
が
、
市
場
の
成
長
な
ど

で
こ
れ
か
ら
加
速
す
る
だ
ろ

う
と
考
え
て
い
る
」

　
―
今
後
は
ど
う
い
っ
た
テ

ー
マ
で
製
品
・
技
術
開
発
を

進
め
ま
す
か
。

　
「
炭
化
ケ
イ
素

Ｓ
ｉ

Ｃ

や
窒
化
ガ
リ
ウ
ム

Ｇ

ａ
Ｎ

と
い
っ
た
新
し
い
デ

バ
イ
ス
が
登
場
し
、
使
い
方

の
技
術
が
劇
的
に
変
わ
っ
て

き
て
い
る
。
こ
れ
を
ど
う
回

路
に
落
と
し
込
ん
で
い
く
か

が
課
題
だ
。
半
導
体
市
場
の

ぶ
れ
は
大
き
い
が
、

電
源
関
連
の
需
要
は

な
く
な
ら
な
い
の

で
、
ア
プ
リ
ケ
ー
シ

ョ
ン
や
用
途
の
開
拓

に
力
を
入
れ
て
い
き

た
い
」

片岡宏二社長

片
岡
製
作
所外需比率一段アップも

　
―
主
力
の
レ
ー
ザ
ー
加
工

シ
ス
テ
ム
を
は
じ
め
と
す
る

製
品
全
般
の
受
注
状
況
は
。

　
「
外
需
を
中
心
に
よ
い
傾

向
が
続
い
て
い
る
。
装
置
メ

ー
カ
ー
と
し
て
顧
客
の
懐
に

深
く
入
り
込
み
、
信
頼
や
品

質
に
優
れ
た
開
発
に
努
め
て

き
た
結
果
、
よ
り
強
固
な
パ

ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
築
け
る

よ
う
に
な
っ
た
。
先
進
技
術

を
用
意
し
、
顧
客
の
数
年
先

の
製
品
開
発
に
協
力
で
き
る

体
制
を
整
え
て
い
る
」

　
―
外
需
拡
大
に
備
え
た
取

り
組
み
は
。

　
「
外
需
比
率
は

％
を
超

え
て
お
り
、
さ
ら
に
高
ま
る

だ
ろ
う
。
グ
ロ
ー
バ
ル
な
受

注
体
制
を
築
く
た
め
韓
国
、

中
国
、
台
湾
、
イ
タ
リ
ア
に

現
地
法
人
の
営
業
サ
ー
ビ
ス

拠
点
を
築
い
て
き
た
。
韓
国

の
拠
点
で
は
一
部
製
品
を
外

注
で
組
み
立
て
て
も
い
る
」

　
―
本
格
的
な
海
外
生
産
に

乗
り
出
し
ま
す
か
。

　
「
モ
ノ
づ
く
り
の
基
本
は

国
内
に
軸
足
を
置
く
。
な
ぜ

な
ら
ば
国
内
は
低
コ
ス
ト
で

優
れ
た
技
術
の
部
品
協
力
会

社
が
多
く
、
社
会
イ
ン
フ
ラ

も
最
も
進
ん
で
い
る
。
高
品

質
で
生
産
性
も
高
い
製
品
の

供
給
を
続
け
る
に
は
、
国
内

生
産
で
ブ
ラ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス

化
し
、
技
術
の
海
外
流
出
を

防
ぐ
必
要
が
あ
る
。
た
だ
、

為
替
面
な
ど
か
ら
海
外
生
産

す
る
方
が
有
利
な
場
合
も
あ

り
、
将
来
は
韓
国
に
工
場
建

設
も
考
え
て
い
る
」

　
―
京
都
に
本
社
を
置
く
強

み
は
。

　
「
先
人
の
お
か
げ
で
京
都

の
製
造
業
に
は
高
品
質
・
高

精
度
の
ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ

が
あ
る
。
自
治
体
は

中
小
企
業
に
販
路
開

拓
ま
で
手
厚
く
支
援

し
て
い
る
。
京
都
の

強
み
を
前
面
に
、
海

外
で
も
事
業
を
伸
ば

し
た
い
」

モ
ノ
づ
く
り
極
め
高
み
へ
有
力
企
業
ト
ッ
プ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

　　 ２０１１年 平成２３年 １０月２８日 金曜日 （第２部） 　　 （ ）


